
昭和 3 9年2月 2
 。
日

一
月
二
十
六
日
、
一

＂
臨
時
町
議
会
が
開

9
4

ー
、
か
れ
、
名
習
町
民
一
名
誉
町
民
選
出
の
基
進
は
、

条
例
と
ほ
か
二
議

i-、本
町
に
引
き
続
き
五
年
以
上
居
住

揖
叩
北
9
ゃゴ・

,4.gャ＇シ

心
店
焚

心
，
げ
案
が
議
決
さ
れ
ま
一
す
る
人
、
又
は
十
年
以
上
居
住
し

的ぷ．油．．

し
た
。
こ
の
名
誉
．
た
こ
と
の
あ
る
人
。
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条
例
の
目
的
は
、
二
、
政
治
、
経
済
、
産
業
、
そ
の
他
地

匁・・
Jr,’

.g
泊

r"

咬
活
ふ
1

し

1
J
~り
、

高
徳
な
人
徳
を
有
域
社
会
文
化
の
進
展
に
貢
献
し
、
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9
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tり

1

.t,
ー.
j冒
沿
'
•
し
、
町
に
功
績
あ
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
に
特
に
功

'`り・
A
t

揺
忍
．
．
っ
た
人
を
「
名
誉
績
の
あ
っ
た
人
。

町
民
」
と
し
て
た
―
―
-
、
町
民
が
肱
川
町
の
誇
り
と
し
て
、

た
え
私
遁
の
師
範
と
す
る
こ
と
で
‘
尊
敬
す
る
に
価
す
る
人
。

こ
の
よ
う
な
基
準
に
適
合
す
る
人
を

町
民
偏
祉
の
噌
進
と
、
町
風
の
発
展

芝
考
委
員
が
調
査
審
議
を
行
な
い
、

娠
興
を
は
か
る
う
と
す
る
も
の
で
す

こ
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
「
名
音
町
民
賞
」
を
設
け
る
こ
と
推
せ
ん
決
定
す
る
と
、
町
長
が
「
名

に
な
っ
た
の
で
す
0

誉
町
民
」
の
称
号
を
贈
り
、
賞
状
副

三
月
二
十
一
日
ま
で

n

昭
和
三
十
九
年
度
の
申
告
書
提
出

の
時
期
で
す
。

こ
の
申
告
は
昭
和
三
十
九
年
度
分
の

町
民
税
及
び
県
民
税
の
納
税
資
料
と

し
て
大
切
な
も
の
で
す
0

申
告
期
限

旦
旦
旦
ぃ
R

は
昭
和
三
十
九
年
一
月
一
日
現
在

で
肱
川
町
内
に
住
所
の
あ
る
人
で
、

1
農
莱
、
商
業
な
ど
を
営
む
人
や
、

貸
家
な
ど
の
あ
る
人
は
、
昭
和
三

十
八
年
中
の
＇
各
種
の
所
得
金
額

＇ 

民
税
の
申
告

町

澁
曲
茄
咄
~
煕
茄
血
加
盟
l
m叩
咄
i
g皿
盟
盟

I
m
u
u
m
l

血
血
庶
盗
熙
世

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
と
き
は

1
申
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
と
き

の
合
計
が
三
万
円
を
こ
え
る
と
き
0

2
申
告
書
に
必
要
な
記
載
が
な
い
と
き

2
サ
ラ
り
ー
マ
ン
は
、
普
通
は
申
告

5
申
告
期
限
（
三
月
二
十
一
日
）
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
給
過
ぎ
て
申
告
書
を
提
出
し
た
と
き

与
以
外
の
所
得
が
あ
る
と
巻
は
申
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
や
、
障

害
者
な
ど
の
税
額
控
除
を
し
な
い
で
、

税
金
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

余
分
な
税
金
を
納
め
た
け
れ
ば
な
ら

な

い

こ

と

に

な

り

ま

す

。

'

◎
申
告
書
の
書
登
方
や
、
そ
の
他
の

点
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
役
場
の
税
務
課
に
自
由
に
相
談

下
さ
い
盆
申
告
用
紙
は
一
二
月
上
旬
に

り
ま
す
。
'

゜

町
に
功
績
あ
る
人
を
表
彰

賞
を
授
与
す
る
と
共
に
、
以
後
、
町

主
催
の
式
典
、
そ
の
他
諸
行
事
に
招

待
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
町
長
は
「
町
民
賞
」
を
賠

ら
れ
た
人
を
顕
彰
す
る
た
め
匹
、
名

誉
町
民
の
氏
名
、
功
績
な
ど
、
必
要

な
事
項
を
広
く
公
表
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
条
例
制
定
を
試
み
た
市

町
村
は
他
忙
も
あ
り
ま
す
が
、
喜
多

郡
に
お
い
て
は
肱
川
町
が
ト
ッ
プ
を

き
っ
た
わ
け
で
す
。

な
お
、
こ
の
他
、
臨
時
議
会
に
お
い

て
議
決
さ
れ
た
条
例
は
次
の
通
り
で

す
。
災
害
対
策
甚
本
法
に
括
づ
く

肱
川
町
防
災
会
議
条
例

肱
川
町
災
害
対
策
本
部
条
例

以
上
二
条
例
は
、
肱
川
町
内
に
お
い

て
水
害
、
火
災
、
地
震
な
ど
そ
の
他

重
大
な
災
害
が
起
っ
た
時
｀
そ
の
処

置
、
事
務
連
絡
な
ど
の
対
策
事
を
円

滑
に
、
か
つ
速
や
か
に
行
な
う
た
め

の
組
織
な
ど
を
制
定
、
強
化
し
た
も

の
で
す
。

発

川

編

公
ぃ

肱

命

行

町役場

集

課務

口
／＼言

町 の 人 ロ

男3,0 8 3人

女2,9 5 5人

計6,D 3 8人

戸数 1,2 5 8戸

面積63鬱 35雌

福
祉
年
金
の
請
求
期
限

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一
日
現
在

で
、
七
十
オ
以
上
の
老
人
や
障
害
者

あ
る
い
は
母
子
世
帯
の
人
は
三
十
九

国
民
年
金
制
度
は
年
を
と
っ
た
り
、
年
十
月
末
日
で
年
金
を
受
け
る
権
利

身
体
に
障
害
を
受
け
た
り
、
あ
る
い
が
な
く
た
り
ま
す
か
ら
す
ぐ
に
請
求

は
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
主
人
に
死
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

に
別
れ
、
収
入
が
な
く
困
っ
た
と
き
強
制
加
入
者
と
は

の
生
活
の
支
え
と
す
る
た
め
に
設
け
国
民
年
金
に
は
加
入
し
て
も
し
な

ら

れ

た

も

の

で

す

。

い

で

も

ど

ち

ら

で

も

よ

い

と

い

っ

た

で
す
か
ら
、
随
康
で
硼
け
る
と
き
に
よ
う
な
誤
っ
た
考
え
を
し
て
い
る
人

保
険
料
を
納
め
、
そ
れ
を
基
と
し
て
も
あ
り
ま
す
が
、
二

0
オ
か
ら
五
九

受
け
ら
れ
る
拠
出
年
釜
が
こ
の
制
度
才
ま
で
の
人
は
必
ら
ず
加
入
し
な
け

の
た
て
ま
え
に
な
っ
て
い
ま
す
0

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

．

し
か
し
、
こ
の
制
度
が
始
っ
た
時
た
だ
し
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日

に
す
で
に
老
令
者
や
陣
害
者
、
あ
る
以
前
に
生
ま
れ
た
人
や
次
の
よ
う
な

い
は
母
子
世
帯
と
な
っ
て
い
る
人
に
年
金
制
度
（
被
用
者
年
金
制
度
と
い

対
し
て
は
福
祉
年
釜
が
支
給
さ
れ
ま
う
）
に
加
入
し
て
い
る
人
は
加
入
出

す
0

来
ま
せ
ん
。

又
、
拠
出
年
金
に
加
入
し
て
い
て
も
、

1
厚
生
年
金
保
険
（
会
社
、
工
場

VC

保
険
料
を
納
め
た
期
閲
が
、
短
い
場
合
勤
め
て
い
る
人
）

で
一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
々

2
船

員

保

険

｀

も
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

0

3

恩
給
（
役
所
に
勒
め
て
い
る
人
）
＿
最
近
自
動
車
の
触
瑠
に
伴
な
い
、

国
民
年
金
の
種
類
は
次
の
追
り
で
す

0

4
国
家
公
務
員
共
済
組
合
（
役
所
に
多
く
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
夜

勤

め

て

い

る

人

）

一

す

。

こ

れ

ら

の

事

故

の

う

ち

二

割

は

5
地
方
公
務
員
共
済
合
（
役
所
に
幼
児
組
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

勤

め

て

い

る

人

）

こ

の

よ

う

な

悲

惨

な

子

供

の

事

故

を

6
私
立
学
校
朦
員
組
合
（
学
校
匠
勤
な
く
す
―
つ
の
方
法
と
し
て
、
黄
色

め

て

い

る

人

）

い

帽

子

な

ど

、

交

迪

安

全

色

を

身

に

7
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
（
つ
け
る
運
動
が
強
力
に
進
め
ら
れ
て

鉄
道
、
郵
政
、
専
売
に
勤
め
て
い
い
ま
す
が
、
当
町
で
は
ま
だ
ま
だ
の

ー

る

人

）

ヽ

、

状

態

で

す

。

8
農
林
漁
業
同
休
職
員
共
済
粗
合
（
県
交
迪
安
全
協
会
で
は
、
こ
の
運
動

農
協
、
漁
協
な
ど
に
勤
務
の
人
）
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
黄
色
い
帽

カ
バ
ン
な
ど
、
価
格
を
一

9
国
会
購
員
互
助
年
金
（
国
会
議
員
）
子
、
傘
、

任

意

加

入

考

と

は

部

補

助

し

て

あ

っ

せ

ん

し

て

い

ま

す

。

次
の
人
は
本
人
の
希
望
忙
よ
り
加
希
望
者
は
学
校
を
追
じ
て
注
文
し
て

入

で

き

ま

す

°

下

さ

い

。

＇

1
被

用

者

年

金

制

度

忙

加

入

し

て

い

帽

子

1
1

ーニ
0
円

る

人

の

配

偶

者

傘

1
1
四
六

0
円
（
東
レ
パ
イ
レ

ン）

2
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
毎
援
護

法
に
基
つ
く
年
金
を
受
け
て

S
欠

二

五

0
円
（
も
め
ん
）

5
学
生
（
高
校
、
大
学
の
生
徒
0

学

カ

パ

ン

1
1
三

0
0円
、
二

0
0円

福祉年金｛鰐：祉年金
準母子”

金

I

I

“

年
I
I
I
I

子
11

人

令
害
子
母
児
亡

老
障
母
準
遺
未

~
 

l
 

I
 

金年

金年

令

老算

出

．

拠

通＋
 

金年

将
来
の
安
定

国
民
年
金
で

會甘由ハ
い

国動

学
生
で
定
時
制
、
通
信
教
育
を
受

け
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。
）

国
民
年
金
は
私
達
の
恩
給
で
す
0

皆

で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

（
問
合
せ
は
役
場
の
住
民
課
を
利
用

下
さ
い
0

)
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大
売
出
し

0

協
賛
行
事

バ

ザ

ー

の
協
力
）

l
八
分
校
佼
庭
V

I

で
企
画
し
、

0 0 0 

岩宇大
和
谷川谷め

--～—一ノ どに六9 の

地場
区’合

行
な
う
。
）

0

盤
か
な
生
二

農
村
亀
化
朕

l
八
肱
川
分
校
V

l

食
改
善
展

l
八
"

>

l

華

道

展

1
八
役
場
階
上

0

普
及
す
る
新
し
い
農
器
具
展

農
器
具
の
展
示
と
実
態

I
八
分
校
夜
庭
V

I

0

レ
ク
リ
ェ
ー
ジ
ョ
ン

ー

八

新

生

の
設
置

川
荘
へ
招
待
し
ま

五
日
に
行
い
、
当
選

は

部

落

長

を

し

て

0

こ
れ
か
ら
の
経
営
と
新
し
い

技
術
展

1
八
肱
川
分
校
V

l

の

家

畜

共

済

は

、

が

陽

病

に

入
っ
た
時
に
、
無
料
で
獣
医
の
治

が
受
け
ら
れ
、
死
亡
、
傷
病
に
よ

役
に
た
た
な
く
な
っ
た
時
は
、
保

拡
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
制
度
で

建
物
共
済
は
短
期
（
一
ヵ
年
）
で

す
か
ら
、
容
易
に
謁
額
加
入
が
で
4

万
一
の
火
災
な
ど
に
あ
っ
た
時
は
、

第
二

産

業

化

祭

三
月
一
日
、
次
の
要
領
で
産

栄
を
行
な
い
ま
す
0

各
団
体

励
力
を
得
て
盛
会
な
催
し
に
し

と
思
っ
て
い
ま
す
0

と
な
り
近

そ
い
あ
っ
て
多
数
御
来
観
下
さ
い

三
月
一
日
午
前
九
時
ょ

五
時
ま
で

肱
川
分
佼
、
新
生
館
、

上

県

で

済

甫

の

百

億

円

推
進
記
念
と
し
て
、
加
入
考
に
抽
範

加
入
金
額
十
万
円
に
対
し
一
枚

に

添

え

て

て

田
睦
太
郎
、
山
内
利
政
、

二坂

町
農
業
共
済
評
価
会
と
関
係
部
落
長

の
合
議
で
損
害
額
を
決
定
し
、
即
日

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
制
度

で
す
。

と
に
か
く
便
利
で
す
。

町
で
は
こ
の
事
業
の
推
進
運
動
を
は

か
る
た
め
、
次
の
要
領
を
設
け
さ
し

た
。
-
‘
運
効
期
間
廿
二
月
一
日
よ
り
三
月

三
十
一
日
の
ニ
カ
月
間

二
、
現
在
飼
育
中
の
家
畜
は
全
頭
加
入

し
安
心
し
て
詞
育
で
き
る
よ
う

め
る
。

―
-
l

、
碑
物
は
全
戸
加
入
、
事
故
の
時

再

逮

臨

が

得

ら

れ

る

よ

め

-̂9
。東

京
親
光
へ

道
後
温
泉
へ
招
待

旅
行
化
粧
品
ケ
ー
ス

記
念
タ
オ
ル

独
自
に
、
て
の
抽

家

済
に
つ
い

こ
の
救
急
箱
の
扱
い
、

蹄
落
長
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

救
急
箱
の
内
容
薬
物
は
、
次
の
通
り

贔
i

で
す
。

一
、
下
痢
止
剤

二
、
重
ク
ン
サ
ン
ソ
ー
ダ
ー

―
―
-
、
健
胃
整
腸
剤

四
、
弼
カ
ガ
ス
ポ
ン

以
上
の
薬
の
使
用
要
領
は
、

下
痢
止
剤

II下
痢
の
原
因
が
、
水
の

や
り
過
ぎ
、
水
分
過
多
の
緑
飼
を
や

り
す
ぎ
た
時
な
ど
に
投
薬
。

重
炭
酸
ソ
ー
ダ
ー
1
1
喰
い
が
少
な
い

の
に
腹
が
小
さ
く
な
ら
ず
、
反
す
う

回
数
が
少
な
い
時
、
又
は
腐
敗
飼
料

や
っ
た
時

七
日
に
は
理ま

植
林
用
苗
木
代
は
左
の
追
り
で
す
が
、

造
林
補
助
釜
な
ど
の
関
連
も
あ
り
、

一
本
に
つ
き
、
二
円
を
予
納
{
^

う
に
痣
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

又
は
受
領
の

願い よ

十
八
年
厩
林
栗
用
苗
木
代
金
に
つ

い
て

囮

イ
一
カ
あ
り
ま
す
。

方
は
地
元
の
理
華
に

い
。
は
三
月
一

日
ま
で
で
す
。

る

建
物
共
済
加
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